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みことばの観察：
1) この箇所の文脈／背景を考えて下さい：この手紙が書かれた頃、何が起きていたのか（エルサレムでのユダヤ人のクリスチャンたちにどんなことが起きていたのか、パウロがこの手紙を書いた時は、どこにいたのか、など）。それを聖書の箇所から証拠づけて説明して下さい。もし地図があれば、マケドニア、アカヤ、コリントなどがどこにあったのか見て下さい。

2) この箇所で、パウロは、コリントの信者たちがマケドニアの信者達の例に習い、あることをするように懇願しています。マケドニアの信者達がしたことが何で（８：１１以降）、コリントの信者達にして欲しいと言っているとは何ですか。それに関して、彼の期待、また心配は何ですか。

3) パウロによれば、コリントの信者達が彼の懇願していることを忠実に行った場合、彼らが見ることになる結果（約束）がどんなものであると言っていますか。「与える」という態度に関して、どんなことが大切であると言っていますか（５−６節）。ギリシャ語のコイノニア（交わり）という言葉がどこかで使われていますが、それはどこだと思いますか。またその意味に関して重要なことは何ですか。

個人的適用

1) あなたは、自分がこの地上で自分の文脈というものを持っていること、そして、その文脈にあなたを置いたのは神様自身であると信じますか。神様の召しはあなたが持つようになる「交わり」にあります。自分の持つ文脈をリストアップし（家庭、教会、学校など）、神様があなたに「交わり」を持つように召された人々をリストアップして下さい

2) あなたの過去において、あなたの知人、また知らなかった人が神様の霊に聞き、それに従うことによってあなたと「交わり（聖書のコイノニア）」を持ち、あなたが助けられ、それに関して神に感謝し、また神をほめたたえたいと思うというような体験があれば、それを他の人達に証しして下さい。

3) 上の１番でリストアップした人たちの中で、誰か、神様の霊があなたに「交わり」を持つように懇願していると思う人はありませんか。もしかしたら、それに気が付かなかったり、拒否したり、また無視していたりする可能性もあります。

祈り

1) あなたが、神様があなたに持つように召した「交わり」に忠実であるように、

2) 特に教会の中で持つあなたの文脈のために祈って下さい。あなたが、この「交わり」に関して、神様からの召しを成就していないと思われる相手がいたら、それができるように神様の助けをもらいましょう。
3) あなたの家族やグループの中で、祈りの必要な人のために祈って下さい。

そして、彼らは使徒たちの教えを固く守り、交わりをし、パンを裂き、祈りをしていた（使徒２：４２）。














